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   つきましては、是非取材くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

■開催概要 

日 時：令和６年２月２日（金）15:30～18:30  

 

場 所：高松商工会議所会館 ２階大ホール 

（高松市番町２丁目２番２号） 

 

内 容：第１部 連携事業の事例や研究結果等に関するプレゼンテーション 

    第２部 懇親会 

 

参加予定者：県内自治体職員・地域おこし協力隊、県内大学教職員、県内大学生、経済団体職

員、企業経営者や従業員 等 約 90人 

        ※報道関係で取材いただく場合には、事前に担当者まで人数等お知らせ願います。 

 

参 考：ウェブサイト https://chiiki-pf.kagawa-u.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学・地域共創プラットフォーム香川（会長：香川大学長）では、香川県内の大

学、短期大学及び高等専門学校を基点に、産業界・行政等を加えた産学官のネット

ワークを形成し、地域社会・地域経済を支える人材の育成・定着及びその人材が活

躍する場の形成に向けた取組みを実施しています。 

今回、産学官の各主体が一同に会し、連携事業の事例や研究結果等に関するプレ

ゼンテーション等を通して、課題認識を共有し、相互理解を深め、新たな連携事業

の創出を促すことを目的として、「第１回産学官連携交流会～なんがでっきょんな香

川～」を開催します。 

 お問い合わせ先  

大学・地域共創プラットフォーム香川事務局（香川大学地域連携推進課内） 

担当：児玉 

〒760-8521 香川県高松市幸町 1-1 

  Tel: 087-832-1368（内線 1368) 

  Fax: 087-832-1357 

  E-mail: kodama.takashi@kagawa-u.ac.jp 

産学官連携交流会～なんがでっきょんな香川～ 開催 

「大学・地域共創プラットフォーム香川」 

https://chiiki-pf.kagawa-u.ac.jp/


産学官連携交流会～なんがでっきょんな香川～

•県内の産・学・官が一同に会し、それぞれが持つ課題や連携事業等について、プレゼンテーション、参加者間の意見交

換、懇親会を通して、課題認識を共有し、相互理解を深め、連携事業の創出を促すもの。
概要

内容

●当日スケジュール ●参加者（以下から広く募集します）

15:30～17:30

プレゼンテーション・意見交換

・自治体が抱える地域
課題や経済界が進める
取組みの内容、課題に
ついてプレゼン

➡政策の方向性やハード
ルなどについての理解
を深める

・参加者がグループごとに
分かれ、意見交換

➡プレゼンテーションの
感想や連携できそうな
アイデア等について
ディスカッション

➡専門外でも応用可能と
思われるアドバイスを！

懇親会

17:30～18:30

・軽食を取りつつ、
参加者間で自由に交流

➡連携のアイデアに
ついて打ち合わせ

➡県内産学官の各機関
担当者との人脈づくり

※ 参加費 500円/人
※ 途中参加/途中退室可

我々は○○を
していまして、
もしかしたら
お力になれる
かもしれませ
ん！

課題解決の糸口を探りたい

○○市ではこの
ような課題があ
り、△△をして
きました
が・・・

・大学等の教職員が、
研究シーズや産学官
連携の事例について
プレゼン

➡各大学等の特色や大学
等との連携事業の
ステップ等についての
理解を深める

このような方はぜひご参加ください‼

リアルな地域課題を知りたい

大学の研究内容を知りたい

県内産学官のプレーヤーと知り合いたい

 大学等が有する研究シーズや連携事業の事例、自治体が抱える地域課題など
について関係機関の担当者がプレゼン。

 プレゼンテーションの内容について、関係者が意見交換

 軽食を取りながら参加者どうしが自由に交流

第１部
プレゼンテーション・意見交換

第２部 懇親会

日時：2月2日（金）15:30～（開場15:00～）

会場：高松商工会議所 大ホール

 大学教員や自治体職員からのプレゼン（３～５本程度・スピーカー未定）
 プレゼン後にグループディスカッションで意見交換

 軽食を取りつつ
自由に交流

幅広い分野の地域課題に対して政策を実行
している担当職員や管理職員
地域課題の解決に取り組む地域おこし協力隊

産学官連携のキーパーソンとなる教職員
実際に連携事業に取り組む教職員
自らの研究成果を社会に役立てたい教員
地域課題の解決に関心を持つ大学生や高校生

産学官連携で地域課題解決に取り組みたい
企業等
大学等と連携した社会実装や共同研究を
検討したい企業等

自治体

大学等

経済界


